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研究成果の概要（和文）： 
 多くの事例研究から、東アジアでは「外国人」を含む秩序やガバナンスの構築に対して、国

際関係はきわめて重要な影響をもたらしていたこと、また「外国人」をめぐる法体系は、国家

領域単位で画一化したものではなく、法の制定や執行は都市あるいは地域をベースとした多様

かつ重層的なものであったことが指摘された。しかし、そうした多様性とは逆に、こうした法

体系は、帝国日本の影響下で類似性があったことはもとより、じつは東アジア全域において、

国家領域を超えたある種の法的連環という現象がみられたことも確認できた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 From a lot of our studies, we could recognize that an international relation had 
extremely brought the important effect to the construction of the governance over 
"Foreigner" in East Asia. And we could point out that the system of law over "Foreigner" 
had been not made uniformed in the country but these laws systems had various patterns 
based on the city or the region. Moreover, we could confirm that there was a certain kind of 
phenomenon in which legal ream rings beyond a national area were constructed in East 
Asia. Of course, these rings were constructed not only under the influence of Empire Japan, 
but also in the whole areas of East Asia outside its area. 
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１．研究開始当初の背景 
研究にあたっては、申請者が代表を務めた

①2002年度の基盤 C・企画調査「不平等条約

体制下の在華外国人問題の法的措置に関す

る国際共同研究―中国の都市と法―」、②

2003～05 年度の基盤Ａ・一般「不平等条約

体制下、東アジアにおける外国人の法的地位

に関する事例研究」といった国際共同研究の

成果に依拠しながら着手することになった。 
これまでの研究事例をふまえて、外国人の

法的地位をめぐる歴史的状況を比較しつつ、

東アジアにおける外国人問題を体系化する

段階に入ったと考えて、研究を発足させた。 
 

２．研究の目的 
グローバリゼーションが進展する中で、東

アジア域内においても労働力移動や、海外在

住者が増えた。日本では、人口減少の中で外

国人移民の受け入れを容認する声や、外国人

犯罪の増加からこれを回避するナショナリ

ズムが高揚するなど、さまざまな現象が起こ

っている。こうした新たな社会現象にともな

い、ガバナンスの構築、法的な調整を含めた

規範秩序の再構成という課題は東アジアに

共通している。歴史学研究もこうした諸問題

に対してその軌跡を検証することで、解決の

糸口を提示することが緊急課題といえる。 
 
３．研究の方法 
 前近代から近代において、「他国人」「異邦

人」から「外国人」として位置づけられた人々

の処遇は、敵視→蔑視→保護→平等→人権主

義というプロセスを経てきた。しかし、「外

国人」問題の多様性を検証するためには、グ

ローバリゼーション下の移民問題を歴史的

な文脈の中に位置づけ、地域間比較をはかる

ことが必要である。 

そこで、次の二点に注意したい。第一には、

ホスト社会の体制やイデオロギーのなかに

あって、「外国人」が、法や慣習、地域秩序

に如何に対応し、自らの生活基盤と帰属意識

を作り上げていったのかを明らかにするこ

と。第二には、彼らが海外に移住または滞在

する際、「僑居」的な文化意識をもちつつ移

動するという見方や、移動後も何らかの意味

で母国のアイデンティティを固持し、ネット

ワーク化する存在であるとの見方を前提と

はせず、それぞれに錯綜した現地住民意識を

もち、それに応じて地政学的あるいは文化的

な意味でのホームランドへの認識を変容さ

せたことを析出することである。 

 

４．研究成果 

 本共同研究は、これまでの研究成果を、以

下に見るように、海外で開いた多くの合同セ

ッションで検証することを重視してきた。そ

うしたなかで、「異邦人」あるいは「外国人」

を受け入れる社会や政府が複雑な対外関係

のなかで、自国の秩序（ガバナンス）の構築

を試みながらも、多くの困難に直面していた

が確認できた。また、「異邦人」あるいは「外

国人」の視点から、こうした事態を分析する

と、彼らがこうした困難を克服するために、

ホスト社会との関係を重視し、自らのアイデ

ンティティを選択的に働かせてきたことが

明らかになった。彼らのアイデンティティは、

法的制度のなかで、比較的自由に組み替える

ことができたのである。同時に、こうした変

化が、国家単位ではなく、都市や地域のネッ

トワークのなかで形成されており、そこには

東アジアにおける法的連環といった現象が

みられるという新たな視点を提示できた。 
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